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研究成果の概要（和文）：都市形成の一因として、様々な地域から異質な労働者が集まることで生産性が向上す
ることが指摘される。 しかし長期的には労働者が一都市に集中すると労働者の異質性が失われ、生産性が低下
することが懸念される。出身地に応じて差別化される労働者の立地行動を、２地域非重複世代モデルを用いて分
析した結果、労働者が世代交代を通じて徐々に一方の地域に集中化し、労働力の異質性が低下することが示され
た。

研究成果の概要（英文）：Productivity in cities is enhanced by diverse workers from various regions 
and countries. However, agglomeration can homogenize the workers over time. To investigate the 
transition of labor diversity in the agglomeration process, this paper presents a two-region 
non-overlapping generations model. As a main result, this study shows that the generational 
transition changes the birthplace distribution, which allows the workers to keep migrating to the 
core region. The agglomeration of workers results in a loss of labor diversity. 

研究分野：空間経済学

キーワード： 労働力の異質性
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研究成果の学術的意義や社会的意義
戦後、東京や大阪では流入人口が減少しており、地元出身者比率が増加する傾向にあることが戸籍統計などから
読み取れる。これは、日本の大都市圏において労働力が固着化し、労働市場における労働者の多様性が低下して
いることを示唆している。東京の生産性や創造性を支える労働者の異質性を維持するためには、労働者の出身地
の多様性を維持することが必要であり、そのために地方経済を持続可能なものとすることが必要と言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
都市集積の要因のひとつとして労働力の多様性の効果に着目する。Jacobs (1961)が指摘するよ
うに、都市において多様な労働者が交流し、互いに刺激しあうことで都市の創造性が育まれ、労
働者の生産性の向上や賃金上昇をもたらす。文化的異質性が生産性に与える影響は、たとえば
Ottaviano and Peri (2006)などで分析させている。また、都市集積がさらなる集積を促すという
累積的な集積過程は、Krugman(1991)に始まる空間経済学において、経済活動の累積的な地理
的集中に関する理論研究が進んでいる。インターネットやハイテク産業など、その生産活動に労
働力の異質性が不可欠な産業が拡大する中で、労働力の異質性が地域経済に与える影響を分析
することは重要な課題であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
労働力の異質性と都市集積の正の関係についての研究が進む中で、本研究では集積の負の側面
に着目する。労働者の異質性は、生まれ育った地理的・文化的な影響によるところが大きい。よ
って、都市に集まった労働者が何世代にもわたって長期間固着化すると、労働者間で価値観の共
有が進む一方で労働者の多様性が失われる。つまり、都市集積は長期的には労働者の異質性を損
なう可能性があると考えられる。都市がその活力を維持するためには労働者の地域循環が必要
と考えられる。以上のことから、本研究では都市における労働者の異質性の持続可能性を分析す
ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
研究の起点として、労働者の異質性にもとづく２地域都市集積モデルを構築し、労働者の居住地
選択行動を分析する。労働者が地域間で差別化されるものとし、労働者が自身の帰属外の地域
（外国）で働く場合には、文化的差異から生じる調整費用がかかるものとする。その結果、調整
費用が低下するにつれて、労働者の居住地の集中化傾向が強まることになる。 
つぎにモデルを多期間に拡張し、労働者の異質性がその出身地から決定されるものとする。つま
り、労働者の居住選択がその子世代の労働者の異質性を決定するものとして、労働者の長期的な
居住選択の推移を分析する。具体的な分析方法は、２地域の分散構造の安定性に着目する。つま
り、労働者が２地域で分散した状態が長期的に安定的であれば、集積は起こらないが、これが不
安定であれば長期的に労働者は一方の地域に集中化することになる。 
 
４．研究成果 
上記の枠組みの下で、世代交代を通じた労働分布の推移と都市集積について分析を行った結果、
次の結論が得られた。 
(１) 労働者の居住分布は短期的には分散化するが、長期
的には世代交代を経て出生分布は集中化構造に収束する
ことが示された。下図は労働者の出生人口分布の推移を示
したものであり、L1t を t期の労働者の出生分布（地域１
のシェア）として、f (L1t)はその期に地域１に居住するこ
とを選択した労働者分布を表している。これが t+1 期の出
生労働者分布と等しくなることを考慮すると、出生人口比
率が1/2の対称構造は定常状態であるものの不安定である
ことがわかる。つまり、何らかの偶発的な攪乱要因により
仮に地域１の出生数が地域２よりもわずかでも多くなる
状況が起こると、そこから労働者の地域１への流入が始ま
るため、出生労働人口の対称構造が崩れ、長期的に労働力
は地域１に集中化することになる。 
（２）社会的厚生は、出生分布が分散化したときに最大化されることが示された。これは、分散
化しているときに労働者の多様性が最大化されるためである。このことから、定常均衡では社会
的最適が達成されないことがわかる。 
（３）分散力として消費者が住宅を消費することを考慮した場合、定常状態において出生分布が
分散化し、社会的最適が達成されうることが示された。一方、 労働量に関する集積の経済を導
入し、地域の生産性がその地域に居住する労働者数に応じて向上することを考慮した場合では、
出生分布は社会的最適と比較して過度な集中化をもたらすことが示された。 
（４）人口分布は定常均衡と比べてより分散化することが望ましいという結論から、いくつかの
政策的含意が得られる。たとえば、住宅支出を増加させるための助成、居住地に関する選好の多
様性を高めるための方策などは、労働力の分散力を強め、定常均衡として社会的最適を実現する
ために一定の効果が得られるかもしれない。また、都心大学の入学定員の厳格化などによって過
度な地域間人口移動を直接規制することも考えられなくはないが、こうした政策には注意が必
要である。すなわち、目的は都市部における労働力の多様性を維持することであり、移住規制に
つながる方策はむしろ都市部の労働力の多様性を減じることになりうる。要点は地域間の人口
の循環を維持することにあると言える。 
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